
 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

日頃から、家庭教育学級の運営にご尽力をいただき、ありがとうございます。昨年も、様々な乳幼

児学級、家庭教育学級などを取材させていただきました。保護者、園、学校職員、市職員のみなさ

んの家庭教育推進に感銘を受ける日々でした。新しい年を迎え、活動のまとめ、来年度へ

の引継の時期となります。よろしくお願いします。 
 

お知らせ 今年度の役員・担当の皆様へ 
 

１ 来年度への引継について 

新しい役員の方に引継をする時期を迎えます。次のような視点で引き継ぎの準備をされてはい

かがでしょうか。 

□ 今年度の活動をまとめ、振り返る（成果や課題、数値、エピソードなども添えて） 

□ 参加者の感想や要望を聞く（自然な会話の中で、サロン型を活用して） 

□ 一年を終えての役員としての手応え・感想をまとめる（ご自身の感覚を大切に） 

□ 参加・協力してくださった方々に手応え・感想・感謝の気持ちを伝える（挨拶時、通信等） 

各園、学校、事業所に続いている伝統的な家庭教育学級もあるかと思います。持続可能な活

動として、新しい役員の方にわかっていただけるよう、確実に引継の準備をしておきましょう。 
 

２ 「閉級式」について 

「閉級式」は、今年度の家庭教育学級等の成果や、来年度への引継事項を確認できる場とな

ります。閉級式を実施される際に短い時間でも「サロン型での交流」を取り入れていただくのはど

うでしょうか。家庭教育学級の活動とともに、自分の子育てを振り返る機会にしていただくことで、

皆さんが「このメンバーと学べてよかった。」と実感できることと思います。 
 

３ 令和８年度家庭教育学級リーダー研修会（幼保・乳幼児の部、小中学校の部）について 

  令和７年度は、総勢２６４名の園、小中学校の保護者、先生、公民館主事、各市家庭教育担当

者の皆様などにご参加いただけました。 

令和８年度も、東濃地区東部と西部に分けて下記の日にちで実施することとします。 
 

５月１３日（水）   東部地区（中津川市・恵那市）          恵那総合庁舎 

５月１４日（木）   西部地区（多治見市、瑞浪市、土岐市）   東濃西部総合庁舎 
 

午前に「幼保・乳幼児の部」、午後に「小中学校の部」を予定しています。日程など詳細につい

ては、本通信２月号で連絡します。家庭教育学級リーダー研修会の日にちについて、新しい役員

の皆様にぜひお伝えください。 

東濃地区の子育て・親育ち通信 「家庭教育なう」は、恵那県事務所の HP からご覧いただけます。 
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 多治見市立精華小学校家庭教育学級 

       日 時 令和７年１１月１１日（火）１０：２０～１１：１５ 
講 師 宮口 晴子 さん（いのち伝えたい 助産師） 

    対象者 6年生児童１２０名とその保護者 
 

「お母さん、（出産のときのこと）覚えてみえますか。命が生まれるって本当にすばらしい。」   

  多治見市立精華小学校は、授業参観日に家庭教育学級として、6年生児童とその保護者を対象に「いのちの授

業」を行いました。講師として、東濃地区で助産師としてお勤めの宮口晴子先生をお迎えし、出産・生命の誕生等の

お話を伺いました。児童と保護者は並んで座り、話を聞きました。保護者への案内から、その内容を紹介します。 

 「いのちの授業」は体の仕組みと性の知識を正しく伝え、すべての人が「いのち」が素晴らしいと感じ、互いに尊重

できるようになることを願い、開催します。最近は SNSなどに性に関する様々な情報があふれています。性を「いや

らしい」「はずかしい」ものでなく、尊いものとして、伝え、今後の学校生活やご家庭での会話につなげていく機会に

なることを期待しています。 

冒頭、林信彦校長先生から「いのちの授

業」の大切さについてお話がありました。 

宮口さんも何度も打合せをしてこの授業

に臨まれたそうです。 

参観された保護者の感想からも「いのちの授業」の大切さがわかります 

〇「こんなにも小さな（紙の穴のように）ところから始まって、ど     

んどん大きくなって、最終的に大切な命につながっていくの  

は、とてもすごい事だと分かった。」と子どもから言われまし 

た。今日のお話でいろいろと伝わったようで、親としてもうれ 

しかったです。帰ってきたら、“へその緒”を見せたいと思いま 

す。今日は本当にありがとうございました。 

〇伝えるタイミングがむずかしい内容を授業を通して、親子で学  

べたことがすごくありがたいなと思いました。大切なことなの 

で、家族でも成長と共に話し合いたいです。 

 

「いのちの授業」の素晴らしさは、授業後に子どもの自己

肯定感が高まるところです。家族からはもちろん、出産に関

わった多くの方から「あなたの元気な誕生をみんな待って

いたよ」という思いを直接聞くことができるのは、自分の存

在を無条件に認めてもらえる安心感につながります。○専 

学校と家庭で考える「いのちの授業」 

ねらい 
命の誕生の話を聞き、すべての人の

「いのち」が素晴らしいと感じ、互いに尊
重する心を養う 
体の仕組みについて正しい知識を得る 

授業の概要 

１ 自己紹介 

２ 助産師という仕事 

３ 赤ちゃんが生まれるということ 

卵子の大きさ・妊娠から出産まで 

３ 名前は親からの最初のプレゼント 

  名前にどんな願いが込められていますか 

4 出産の様子（DVD視聴） 

みんながどんなふうに産まれてきたか 

お母さん、覚えていますか 

５ 入院中、お母さんは子育てを学びます 

６ あなたの誕生を喜ぶ人たちの存在 

授業後、保護者の方が熱心に感想を記入されました 

助産師の宮口晴子さん 

お仕事を通したご自身の体験から、出産にかける
母親の思いや家族の思い、喜びなどお話されました 

会場は体育館：親子が並んで座っていました 

授業の終わりには、心に残ったことをとなりに座っていた

お父さんやお母さんとお話しました。その後、お友だちとも

感想を交流しました。自然な形でお話ができ、学びが深まり

ました。全体の場で感想を発表する児童もありました。 

挨
拶
す
る
林
信
彦
校
長
先
生 

お
話
す
る
宮
口
晴
子
さ
ん 

-2-



中津川市家庭教育推進事業 

  日 時 令和７年１１月１９日（水）１０：００～１２：００ 
会 場 ひと・まちテラス１０１ 託児受付あり 

  主 催 中津川市生涯学習スポーツ課 
講 師  いちかわ あつき さん（ひとり語り「劇車 銀河鐡道」、中津川市在住の語り家） 
参加者 家庭教育支援推進会議メンバー13名、保護者１８名 

 

「一方通行ではダメなんです。」 

保護者と行政担当者が一緒になって中津川市の子育てについて楽しく交流   
  今年で第 11回目をむかえた「中津川市わくわく子育てフォーラム」。この会は、中津川市で子育て真っ最中の保護者

と家庭教育、子育て支援を担当している行政担当者が、直接意見交流することを意図して実施されています。保護者は、

日頃子育てについて考えていることなど、行政担当者に伝えることができます。行政側にとっては、直接、保護者の想い・

ニーズを聞き取る貴重な機会になります。結果として、意見交換した内容が、事業に反映していきます。保護者が市政を

身近に感じ、自身の「子育て・親育ち」により一層、主体的に取り組んでいってもらいたいと考え、行ってきたそうです。 

そして、なにより「楽しい子育て」を中津川市に広めることを願って実施してみえます。 

フォーラムの内容 

前半は、子育てプチ講話として、中津川市在

住で、絵本の読み聞かせを行ってみえるいちか

わあつきさんの「ようこそ よみ語りの世界へ」

を楽しみました。いちかわさんの「よみ語り」は

聞き手が絵本の世界に引き込まれ、読み聞か

せの楽しさを心から感じられるものでした。 

後半は、交流会「楽しい子育てを広めよう」として保護者と行政担当者

の意見交換会が行われました。少人数で、和気あいあいとした雰囲気の

中、自由に意見が交わされていました。過去、この話し合いから、「子ども

の一時預かり」のしくみができあがったそうです。今回、参加者の意志の疎

通も進み、夢のある意見の交流もなされていました。 

わくわくフォーラムの参加者は・・・ 

行政の参加者は、１０月に実施された「中津川家庭教育支援推進会

議」のメンバーです。保護者の参加者は、中津川市の乳幼児学級や、マイ

スター講座を受講している子育てに関心の高い皆さんです。中津川市家

庭教育支援チームのメンバーで、子育てもしつつ、支援もしている方も参加

してみえました。 

日程の概要 

１ 開会 あいさつ  

生涯学習スポーツ課 青木課長 

２ 子育てプチ講話 

「ようこそ よみ語りの世界へ」 

   いちかわ あつきさん 

３ 交流会（グループにて） 

楽しい子育てを広めよう 

４ 発表 

どんなことが話題になりましたか 

５ まとめ  

恵那県事務所家庭教育推進専門職 大島明浩 

６ 閉会 終わりの言葉 

  生涯学習スポーツ課 小川家庭教育指導員 

 

子育てについて保護者と行政担当者が直接意見交換 

フォーラムを参観して 

近江商人の言葉「三方よし」ではあ

りませんが、この会には、保護者にと

って自分の想いを表出する良さ、行

政にとっては保護者のニーズを直接

聞き取れる良さがあります。そして、

子どもにとっても、よりよい環境に

向かう良さがあると感じました。○専 

絵本の魅力を語る 
いちかわあつきさん 

交流会の様子
（約 40分間
にわたり、和

気あいあいと
した自由な雰
囲気の中、行

われました） 

支援を行う、支援を依頼する、ツーウェイ（双方向）を実現する会でした 

 

家庭教育指導員のお話を熱心に聞き、グループ交流をする参加者のみなさん 
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学校法人中京学院中京こども園  

5歳児保育参観及び懇談会・講話
  日 時 令和７年１２月３日（水）９：００～１２：１０ 
  講 師  土屋 真由美 さん（瑞浪市教育委員会 学校教育課 入学前担当） 
参加者 5歳児 23名の保護者 

 

小学校入学をひかえた園児の親としての心がまえを学ぶ  
  実りの秋を迎えたこの時

期、中京こども園では、各クラ

スの「保育参観」を実施して

みえます。今回は、来年春の小

学校入学をひかえた「5歳児

の保育参観及び懇談会・講

話」についてお伝えします。 

日程は、下記のようでした。参観日の活動の中に、家庭教育の大切な視点がたくさん感じられました。 

１ 親同士が「つながる」 

中京こども園では、学年懇談会を園での活動の様

子を伝え、保護者同士のつながりをつくる機会ととら

え、「グループ交流会」を取り入れてみえます。今回は、

保護者を入学予定の小学校別のグループ編成にし

て、思いなどを交流してみえました。アイスブレイクなし

でも、和やかな雰囲気で交流がなされ、保護者同士が

「つながっている」と感じました。 

２ 園の取り組みで進む親子の「ふれあい」 

保育参観（クラス活動）では朝の会、けん玉発表会

の様子を参観しました。園児たちは、けん玉発表会に

向けて園でも、家庭でも自主的に練習に励む姿があっ

たそうです。子どもたちの主体性を引き出す園の取組

の確かさと家庭での支えもあって、子どもたちはおうちの方の前で披露することを

とても楽しみにしていました。発表後の保護者の感想を聞く場面では、担任の先生

の「感想を聞きたいお家の方はいますか。」との投げかけに園児から「〇〇ちゃん

のお母さん！」の声がありました。 

発表会の感想を聞いた園児た

ちはとてもうれしそうでした。園児、

先生、保護者の素敵な関係が垣

間見えた瞬間でもありました。 

３ 親の学び「小学校入学前の今、大切にしてほしいこと」 

土屋さんからは、左記のような内容でお話がありました。これまでの教職経験を

元に、「心配なことはすぐに相談するとよいです。」等のアドバイスがありました。  

宮月園長先生からも「私立の園ですが、瑞浪市の教育委員会とも連携を取り

合って、お子さんの入学について不安、心配のないように今日の講話を設定しまし

た。」とのお話があり、保護者のニーズに応えようとする配慮が感じられました。 

参観日の日程・概要 

１ 受付  

２ 学年懇談会 

  グループに分かれて 

  園からのお知らせ 

３ 保育参観（クラス活動） 

  朝の会、けん玉発表会 

４ 講話 

瑞浪市教育委員会入学前担当 

土屋 真由美さん 

５ 給食試食会 

  給食参観  

5歳児保育参観 親が学ぶ 小学校入学への心がまえ 

保護者の方に伺いました：参観日に年長になっての子どもの成長を見ることが

できて、本当にうれしく思いました。これまでやったことのなかった「けん玉」も家

で自分から練習していました。講話もよい時期に教育委員会の方のお話が聞け

て、入学へのイメージがふくらみました。 

これからの親子のかかわり・入学の準備などについて学べる時間でした。 

 

講話の概要紹介 

１ 今、子どもに必要な力は… 

人間力 

やりたいことに夢中になれる 

運動・栄養・睡眠・人との関わり 
 
２ 今、親として 

しつけは、親から子どもへの

「幸せに生きる力」のプレゼン

ト（斎藤孝さん） 

「ありがとう」が言い合える家族 

へこたれない強さの基盤は自尊心 

感性が育つのはこの時期 
 

３ アンケートに関わって 

環境が大きく変化する、戸惑いや

不安があって当たり前 

親が大きく構えて、心配・不安は

学校と連絡を取り合っていくこと

が大事です。 

長年の教職の体験をもとに「家

庭・学校・保護者」の連携の大切

さをお話されました。 

真剣にけん玉の技を披露する園児 

土屋さん（瑞浪市教育委員会）のお話を熱心に聞く参観者のみなさん 

和やかな雰囲気の交流会 

発表会の感想をお話される保護者 
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